
          
   
 

 
   
 

コミュニティEツールキット 

ニュースレターのサンプルコンテンツ 

カリフォルニア州の保護命令は銃による暴力の危険性を

軽減し、命を救います 

カリフォルニア州では銃による暴力が依然として深刻な脅威であり、多くの命が危険にさらされています。悲

劇を防ぐため、カリフォルニア州は、危機に瀕した個人から銃器を一時的に没収する9つの保護命令を含む、

全米で最も強力な銃暴力防止措置を実施しました。 

これらの命令により、愛する人、法執行機関、雇用主、学校関係者、裁判所などが、当該者危険信号が現れた

ときに行動を起こすことができ、自殺、銃乱射事件、その他の暴力行為を防ぐことができます。もしあなたの

知り合いが危険にさらされている場合は、支援を受けることができます。行動を起こすことで、命を救うこと

ができます。 

銃による暴力禁止命令（GVRO）、家庭内暴力禁止命令（DVRO）、高等学校暴力禁止命令（SVRO）といっ

た保護命令は、銃器を一時的に没収し、銃器や弾薬の購入を一時停止することで、処罰なしに悲劇を防ぎ、危

機に瀕した人々に助けを求め、癒やしの機会を与えます。 

保護命令がどのように命を救うのか 

• GVROに関してだけでも、その施行以来、58件の銃乱射事件を未然に防ぎました。1 
• 加害者が銃を所持している場合、被害者の殺人リスクは5倍に増加します。 
•  拳銃を所持している場合、自殺リスクは3.7倍に増加します。3 

危機に瀕している人の最も身近な人々、つまり家族、友人、同僚が、最初に危険信号に気づきます。保護命令

は、友人や愛する人たちに行動を起こし、大切な人や地域社会の安全を守る力を与えます。 

 

銃による暴力の危険性を軽減し、命を救いましょう。ReduceTheRisk.CA.govから、保護命令について詳しい情報を

入手し、今すぐトレーニングの予約や最新情報の受信登録を行ってください。 

  

 



 
   
 

 
   
 

1  カリフォルニア州の「レッドフラッグ」法が、58件の銃乱射脅迫事件に適用されました。(n.d.). https://www.ucdavis.edu/news/californias-
red-flag-law-utilized-58-threatened-mass-shootings 

2国立医学図書館。(n.d.). 銃器関連暴力の危険要素。https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/12835191/ 

3アメリカ公衆衛生ジャーナル (ajph) (2020年7月9日) 銃器へのアクセス、殺人、自殺：死亡率の乗数要因の役割 

銃器へのアクセス、殺人、自殺：死亡率の増加要因の役割 | AJPH | 第110巻 第10号 
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